
小さな園児向けの園庭づくり

～保護者を巻き込んで 一人一人が遊び込める
居場所を作る～

くしびき保育園

難波礼子 鈴木美砂 渡部美智子



櫛引地域





平成２４年度から０～２歳児の保育園

園の部屋の配置図



櫛引すこやかセンター

 くしびき保育園

 くしびき子育て支援センター

 くしびきデイサービスセンター

 くしびき居宅介護支援センター

 訪問介護事業所くしびきサテライト

 くしびき高齢者生活福祉センター

幅広い年齢の方が利用されていますので、いろんな交流を図りた
いと思っています



保育園園児数

 ０歳児 １４名

 １歳児 ２５名

 ２歳児 ２９名

１１月現在です

０歳児は母の仕事復帰で入園時期が変わるので、途中
入園児が多く、１年にわたり人数は変動します



質のよい保育環境の整備は不可欠

幼少期の保育の環境は将
来の人間像に影響をする

たくさん課題はあるが何が一番気
になるか



０～２歳児にとって広すぎる園庭

０～２歳児向けの遊具が不足している

緑がいっぱいでゆったりと見えるが、０
～２歳児が遊ぶには広すぎる

広く意見を聴いて取り組んだ方が、
よい園庭づくりになるのではないか



どう意見を集約するか

職員数が多いと意見も様々。どのように
意見を取り入れるか

園庭整備プロジェク
トを立ちあげる



園庭の様子確認



園庭の様子②



園庭の様子③



春・桜がきれいに咲きます



ぽかぽか気持ちいいな



園庭遊びの風景



広すぎる悩み



成長著しい園児の興味がもてる遊具は何だろう

◎特に気になったのが、市販の遊具だけがいいのか

園児の想像力を育てるのはどんな遊具か

どうしたら、遊び込めるだろう
興味のあるものもそれぞれ

だからこそ



購入するとなると数十万円から１００万円越え
購入後の遊具点検

60名を超える園児が一斉に同じ遊具で遊ぶこと
は困難

費用の問題



手作りの遊具はどうだろうか

誰が作るの？

子どもの意欲を伸ばすものはどんな
ものか



父親の育成のためにある「イクメン講座」

毎年講話等でしたが、年に一度の早朝除
草作業と合わせ、わが子のために、遊具
づくりに協力を願ってみてはどうか

「子どもたちの安全で活動しやすい遊び環
境」について保護者の方々と一緒に考え
るきっかけとなる

ひらめき



メリット

・安価な材料でできる

・保護者の愛情がこもっている

デメリット

・安全性の確保が十分か

・木材のささくれや釘などの処理が十分か

手作りのメリット・デメリット



手作りにするのに素材は何だろう



未満児が遊ぶにはタイヤの大きさも考慮しました。

古タイヤ



電線コイル、手作りのテーブルでままごと遊びが出来たら素敵

ペンキの上からニスでささくれ防止はどうか

ペンキは子どもが触れても大丈夫かな

素材の確認も大事

パパたちが１時間で何が作れるかな



除草作業は年１回だったけど、除草と遊具づくり大丈夫
だろうか

参加率をあげるには、複数日あったらよくないか

せっかく保育園に来るなら、子ども達の遊びの環境整備
にいろいろ協力していただいてはどうだろう

２日設定し、都合の良い日に参加をお願いしてみよう



当日の様子



電線コイルにペンキ塗り 水遊び人工芝設置

ブランコ柵ペンキ塗り
水遊び日よけ設置



砂場と畑の除草



タイヤの遊具と角材で作った一本橋



子どもたちの様子



こんな風に遊んでいます



仲良く遊んでるよ



やさしい雰囲気のテーブルが完成



テーブルを使ったままごと遊び



水遊び



さつまいもの収穫



焼き芋パーティ



購入した遊具



現在は





小さな足で頑張って登るよ





参加した保護者の声

作業の方が参加しやすい

めったに会えない友人と再会し、話しな
がらの作業は楽しかった

子どもの事故防止のために、いろいろし
ているんだと知った

畑の除草シートや苗の植え方など指導し
たくなった



保育士の声

・自然の中でのびのび遊べるようになった

・一人でどっかにの姿が少なくなった

・好きな遊具で遊び込める時間が増えた



課題：遊具は増えたけどやはり広い



来年度の目標

仕切りの柵をつけたい

ただ危険防止でないもので

園児の背の高さに合わせたもの

０～２歳児のかわいらしさを損なわず、やさし
い雰囲気のあるもの

また、パパ達の力をかりたい



保育の理念

子ども一人ひとりを大
切にし、家庭や地域で
親しまれる保育園をめ
ざします。



保育方針（運営方針）

豊かな人間性を育むために、健康で落ち着いた生活
ができる保育環境を整え、一人ひとりの思いを受け止
めながら、子どもの健やかな成長を見守り育みます。

保護者との信頼関係を大切にし連携を密にするととも
に、保育士の専門性を活かし子育て支援に努めます。

恵まれた自然環境を生かした体験や、地域住民との
交流を重ねながら、人と関わる力を育みます。



園児の成長のため

がんばるぞ！



ご清聴ありがとうございました


